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　確かなパワー伝達性や俊敏な反応、快
適性など、ブーツに求める性能は、スキー
ヤーの志向や目的によってさまざま。だが、
その前提となるのは、長時間履いていても
特定の箇所が当たって痛みが出たりしな
いフィッティングの良さと言えるだろう。だが、
人の足の形は100人いれば100とおりある
と言えるほど多種多様。その一方でブーツ
は平均的な足型をベースに作られている。
そのため、店頭でブーツを選ぶ際には、いく
つものブランドやモデルのブーツを、場合に
よってはサイズ違いで履き比べることが普通
になっている。そして、自分に合う一足を見
つけたあとでも、特定の箇所が当たる場合
は、シェル出しや削りなどのチューンナップを
施すことが必要になる。そうして手間暇をか
けて選んだ一足だからこそ、かけがえのない
ブーツになるとも言えるが、そこに煩雑さを感
じる方も少なくないはずだ。
　その煩雑さを軽減してくれるのが、イン
ソールやソックスブランドとしておなじみの
シダスが取り扱うコーパス（Corpus-e）の

〈フィートボックス3D〉（FEETBOX 3D）
とそれを元にする仮想フィッティングシステム
だ。
 〈フィートボックス3D〉は、足のあらゆる情報
を統合させるプラットフォームを備えた精密
なスキャナー。それを取り扱うシダスの吉田
朋泰は、その特徴を次のように語る。
 「〈フィートボックス3D〉の特徴は、足の
データを3D画像にして見せてくれることと、
足圧を測ってくれることです。そして、その足
のデータを元に、コーパスの中に取り込んで
いるブーツをウェブ上で履かせて、フィッティ
ングの具合をみることができることです」
　足の測定は非常に簡単だ。専用のソッ
クスを履いて 〈フィートボックス3D〉の上に
立てば、スキャナーが台の周りを1周して足
の写真を撮影。それを統合することで、足か
らスネにかけての形状を3D画像として見せ
てくれる。通信環境にもよるが、そのために
必要な時間はほんの数分。パソコンの画面
上とはいえ、自分の足やスネの形状をリアル
な３D画像として見られるのは、それだけでも
ちょっとした驚き。この時点で足幅やスネ周
りの太さなど、足とスネの正確な数値を知る
こともできる。
　スキーヤーにとって注目すべきは、その次
のステージ、ウェブ上でのブーツフィッティン
グだ。まず、コーパスに記録されているブー
ツの中から好みのブランド、モデルを選択、
そしてサイズを選べば、そのブーツを履いた
ときの足の状態が画面上に表われてくる。
面圧の強い部分は赤や黄色で、面圧の弱
い部分は青く表示されるので、そのブーツ
を履いたときのフィッティングを視覚的に確
認することができる。ブランドやモデルによる
面圧の差は明確にわかるので、ブーツ選
びは格段に簡単になるはずだ。ICI石井ス
ポーツ・カンダコンペカンの佐藤孝幸は、こ
のコーパス社のシステムについて、こう語る。

 「今まで私たちはISGフィットという形で、お
客様の足を測って、どこが、どれぐらい当たり
そうですねということをやってきました。コーパ
スのシステムを使うことで、それをしっかりと目
に見える形で視覚化できます。そしてチュー
ンナップが必要な場合、ここを重点的に直
していきましょうということを、今まで以上にお
客様とコミュニケート　を取りながら進めて
いくことができる。このように、今まで感覚でし
かなかったものを視覚化できること、そして、
お客様とスタッフとの非常に有効なコミュニ
ケーションツールとなることが、このシステムの
大きな特徴と言えると思います」

＊
　コーパス社のこのシステムを使って実際
にブーツ選びをするとき、その第一歩となる
のはインソール作りだ。人間の足は多くの場
合、もともとのナチュラルな状態から外れ、内
反したり、回外した状態になっている。その
足の状態をインソールを使ってナチュラルな
状態に戻してからブーツの中に収めること
が、ブーツが本来持っている性能を発揮し
たり、ブーツの中で足を正確にフィットさせる
ために必要になるからだ。
　実際にどのブランドの、どのモデルにする
のかは、コーパスのシステムの仮想フィッティ

ングを元にして選んでいけば良いだろう。主
要ブランドのモデルはほぼ網羅されている
ので、特定の箇所の面圧が強く当たりが出
てしまったり、逆に緩すぎてしまうことがない、
適正なサイズ、フィッティングの一足を見つけ
ることができるはずだ。
　面白いのは、特定のブランドやモデルを
決め打ちで購入する場合にも、このシステム
が効果的に働くと佐藤が話していることだ。
 「たとえばAというブーツだと90％、Bという
ブーツだと75％、Cというブーツだと60％の
フィッティングになるお客様がいるとします。で
も、そのお客様の滑りや目的、ブーツの構
造などを考えると、Cというブーツがベストな
選択になる。そんな場合も、コーパスのシス
テムでフィッティングした状態を見ることで、
ブーツのどの箇所を、どういうふうに直してい
くのか、チューンナップの方向性をしっかり
と理解してもらい、納得してもらったうえで進
めていくことができるようになります。それは今
までと変わらない部分なのですが、視覚的
に目に見えることで、よりその精度が高くなり
ますし、そのブーツを使ったときのメリットもデ
メリットも理解したうえで使ってもらうことがで
きるのは大きいと思います」
　一足のブーツを選ぶために、店頭で何
時間もかけて、いくつものブーツを履き比べ
たりする時代は、コーパスのこのシステムが
登場することによって終わりを迎えつつあ
る。驚くべきは、このシステムは今もなお進化
を続けているということだ。今はまだ静止し
た状態でのフィッティングだが、近い将来、
ブーツを履いて動いたときにフィッティングが
どうなるのかをシステム上で見ることも可能
になるという。
　近未来のブーツ選びとも言えるこのシステ
ムは、今季、ISG石井グループのみが導入
予定。直近では、カスタムフェア有明会場
に登場するので、ぜひ体験してもらいたい。

①専用のソックスを履き、〈フィートボックス3D〉
で脚の形を測定。ここにかかる時間は数十秒

②足のボリュームやレッグアライメントなど、足と
脚の正確なデータが表示される

近未来のブーツフィッティングは
カスタムフェア有明会場で体験可能！

③足の裏にかかる圧
を正確に測定でき、そ
のデータはインソール
作りに活用することが
できる

④〈コーパスE〉に搭載されたスキーブーツの
データにアクセスすると、選んだブーツとの相性
をパソコン内で視覚化してくれる。赤い部分が
圧が強くかかっている場所で、紫色の部分が圧
が弱い部分になる

ウェブ上でフィッティングを確認。
〈FEETBOX® 3D〉がもたらす
近未来のスキーブーツ選びとは？

ISG石井スポーツグループ × SIDAS

スキーのもっとも重要なマテリアルと言っても過言ではないスキーブーツ。
だから、ブーツを選ぶ際には、ブランドやモデル、サイズ違いのものを履き比べるのが一般的だ。
だが、そんなブーツ選びを一変させるものが登場した。
今季からシダスが取り扱うコーパス社の〈FEETBOX 3D〉が、それだ。
ISG石井スポーツグループがシダスとコラボした結果見えてきた
ブーツ選びの近未来の姿を探る。
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